
エックス線作業主任者試験Ａ

受験 番 号 ｴｯｸｽ線Ａ

１／５

（エックス線の管理に関する知識）

問 １ あるエックス線装置のエックス線管の焦点から１ｍ

離れた点における１cm線量当量率が８mSv/minであった。

このエックス線装置を用い、厚さ８mmの鋼板と厚さ

４０mmのアルミニウム板にそれぞれ別々にエックス線

を照射したところ、これを透過したエックス線の１cm

線量当量率はエックス線管の焦点から１ｍ離れた点で

いずれも２mSv/minであった。

厚さ１０mmの鋼板と厚さ３０mmのアルミニウム板を

重ね合わせて４０mmとした板に照射したとき、エック

ス線管の焦点から１ｍ離れた点における透過後の１cm

線量当量率は次のうちどれか。

ただし、エックス線は細い線束とし、また、鋼板及

びアルミニウム板を透過した後のエックス線の実効エ

ネルギーは、透過前と変わらないものとする。

（１）８００μSv/min

（２）５００μSv/min

（３）３００μSv/min

（４）２００μSv/min

（５）１００μSv/min

問 ２ エックス線と物質との相互作用に関する次の記述の

うち、正しいものはどれか。

（１）光電効果の起こる確率は、入射エックス線のエネ

ルギーが高くなると急激に減少する。

（２）光電効果によって原子から放出される電子のエネ

ルギーは、入射エックス線のエネルギーに等しい。

（３）コンプトン効果により散乱したエックス線の散乱

角は、０～９０°の間に分布する。

（４）コンプトン効果により散乱したエックス線の波長

は、入射エックス線の波長より短い。

（５）エネルギーが０.５～１ＭeVのエックス線は、主に

電子対生成によって減弱する。

問 ３ 厚さ２０mmの鋼板にエックス線を垂直に照射したと

き、図のＡ点からＤ点における散乱線の空気カーマ率

の大きさに関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

ただし、鋼板からの散乱線以外の影響は考えないも

のとし、また、照射条件は一定とする。

エックス線管の焦点 鋼板

2ｍ 2ｍ

30°

Ａ Ｄ150° 60°

120°

Ｂ Ｃ

（１）Ａ点における空気カーマ率は、鋼板の厚さを３０mm

に替えると減少する。

（２）Ｄ点における空気カーマ率は、鋼板の厚さを３０mm

に替えても、ほとんど変化しない。

（３）Ａ点における空気カーマ率は、Ｂ点における空気

カーマ率より小さい。

（４）Ｂ点における空気カーマ率は、鋼板を同じ厚さの

アルミニウム板に替えると減少する。

（５）Ｃ点における空気カーマ率は、Ｄ点における空気

カーマ率より小さい。

問 ４ 波高値による管電圧が１５０kＶのエックス線管から

発生するエックス線の最短波長（nm）に最も近い値は、

次のうちどれか。

（１）０.００１

（２）０.００８

（３）０.０２

（４）０.０８

（５）０.２



問 ５ 単一エネルギーの細い線束のエックス線に対する鋼

板の半価層の厚さを とし、１/１０価層の厚さを とｈ Ｈ

するとき、両者の関係を表す近似式として、適切なも

のは次のうちどれか。

ただし、log ２＝０.６９ log ５＝１.６１としてｅ ｅ

計算すること。

Ｈ ｈ（１） ≒１.６

Ｈ ｈ（２） ≒２.３

Ｈ ｈ（３） ≒３.３

Ｈ ｈ（４） ≒４.４

Ｈ ｈ（５） ≒５.０

問 ６ 単一エネルギーで太い線束のエックス線が吸収体を

通過するときの減弱を表す場合に用いられる再生係数

（ビルドアップ係数）に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）再生係数は、１より大きい。

（２）再生係数は、線束の広がりが大きいほど大きくなる。

（３）再生係数は、吸収体の厚さが厚くなるほど大きく

なる。

（４）再生係数は、入射エックス線の線量率が大きいほ

ど、大きくなる。

（５）再生係数は、入射エックス線のエネルギーや、吸

収体の材質によって異なる。

問 ７ 連続エックス線の減弱に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）連続エックス線が物体を透過する場合、低エネル

ギー成分のエックス線は、高エネルギー成分よりも

減弱係数が小さい。

（２）連続エックス線が物体を透過する場合、平均減弱

係数は、物体の厚さの増加に伴い大きくなる。

（３）連続エックス線が物体を透過すると、最高強度を

示すエックス線エネルギーは、小さい方へ移動する。

（４）連続エックス線が物体を透過する場合、実効エネ

ルギーは、物体の厚さの増加に伴い高くなるが、物

体が十分厚くなるとほぼ一定となる。

（５）管電圧を高めると、発生するエックス線は、減弱

されやすいものになる。

ｴｯｸｽ線Ａ

２／５

問 ８ エックス線管に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（１）エックス線管の内部には、不活性ガスが封入され

ている。

（２）エックス線管のフィラメント端子間の電圧は１０kＶ

以上であるので、フィラメント加熱用の変圧器は昇

圧変圧器が用いられている。

（３）加速された電子がターゲットに衝突しエックス線

が発生する部分を実焦点といい、これをエックス線

束の利用方向から見たものを実効焦点という。

（４）エックス線管から発生するエックス線は、制動放

射による連続エックス線であり、特性エックス線は

含まれていない。

（５）陽極には、発生したエックス線を集束させるため

の集束筒（集束カップ）が設けられている。

問 ９ エックス線を利用する次の装置とその原理との組合

せのうち、正しいものはどれか。

（１）エックス線応力測定装置 ……………… 回折

（２）エックス線マイクロアナライザー …… 散乱

（３）エックス線厚さ計 ……………………… 分光

（４）蛍光エックス線分析装置 ……………… 散乱

（５）エックス線透過試験装置 ……………… 回折

問１０ 管理区域設定のための外部放射線の測定に関する次

のＡからＤまでの記述について、正しいものの組合せ

は(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 測定点は、壁等の構造物によって区切られた領

域の中央部付近で床上１２０～１５０cmの位置の

数箇所とする。

Ｂ 測定点には、１cm線量当量等が最大になると予

測される箇所が含まれるようにする。

Ｃ 測定に先立ちバックグラウンド値を調査してお

き、これを測定値から差し引いて補正する。

Ｄ フィルムバッジ等の積算型放射線測定器を用い

て測定してはならない。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



（ 関 係 法 令 ）

問１１ 次の放射線業務従事者が管理区域内で受ける外部被

ばくによる線量を測定するための放射線測定器の装着

部位として、誤っているものはどれか。

（１）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

胸部である男性 …………………………… 胸部のみ

（２）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

腹・大腿部である男性 ……… 胸部及び腹・大腿部
たい

（３）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

腹・大腿部であり、次に多い部位が頭・頸部である
けい

男性 ……………………… 腹・大腿部及び頭・頸部

（４）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

手指であり、次に多い部位が腹・大腿部である男性

…………………… 胸部、腹・大腿部及び手指

（５）最も多く放射線にさらされるおそれのある部位が

頭・頸部である妊娠中の女性 …… 腹部及び頭・頸部

問１２ 管理区域内におけるエックス線の外部被ばくによる

線量の測定結果の記録等に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）１日における外部被ばくによる線量が、１cm線量

当量について１mSvを超えるおそれのある労働者に

ついては、測定結果を毎日確認しなければならない。

（２）５年間において、実効線量が１年間につき２０mSv

を超えたことのない男性の放射線業務従事者の実効

線量については、３月ごと及び１年ごとの合計を算

定し、記録しなければならない。

（３）放射線業務従事者の人体の組織別の等価線量につ

いては、６月ごとの合計を算定し、記録しなければ

ならない。

（４）妊娠中の女性の放射線業務従事者の腹部表面に受

ける等価線量については、１月ごと及び妊娠中の合

計を算定し、記録しなければならない。

（５）測定結果に基づき算定した線量の記録は、原則と

して３０年間保存しなければならない。

ｴｯｸｽ線Ａ
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問１３ 電離放射線障害防止規則に基づく健康診断（以下

「健康診断」という。）に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）放射線業務従事者ではないが管理区域に一時的に

立ち入る労働者に対しても、健康診断を行わなけれ

ばならない。

（２）雇入れ時の健康診断において、白内障に関する眼

の検査については、使用する線源の種類等に応じて

省略することができるが、その他の項目については、

省略することが認められていない。

（３）定期の健康診断において、医師が必要でないと認

めるときは、被ばく歴の有無の調査及びその評価を

除く他の検査項目の全部又は一部について省略する

ことができる。

（４）健康診断の項目に異常の所見があると診断された

労働者については、その結果に基づき、健康を保持

するため必要な措置について、健康診断実施日から

３月以内に、医師の意見を聴かなければならない。

（５）健康診断の結果に基づき、電離放射線健康診断個

人票を作成し、原則として３０年間保存しなければ

ならない。

問１４ エックス線作業主任者に関する次の記述のうち、正

しいものはどれか。

（１）波高値による定格管電圧が１０kＶ未満のエックス

線装置を用いる作業については、作業主任者を選任

しなくてもよい。

（２）作業主任者の職務には、透過写真撮影の業務に従

事する労働者に対し、特別の教育を行うことがある。

（３）一つの管理区域で２台のエックス線装置を使用す

るとき、作業主任者は２人選任しなければならない。

（４）作業主任者の氏名及びその者に行わせる事項につ

いては、作業場の見やすい箇所に掲示する等により、

関係労働者に周知させなければならない。

（５）作業主任者を選任したときは、所定の報告書を所

轄労働基準監督署長に提出しなければならない。



問１５ エックス線装置を使用して放射線業務を行う作業場

の作業環境測定に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（１）測定は、６月以内（エックス線装置を固定して使

用する場合において使用の方法及び遮へい物の位置

が一定しているときは１年以内）ごとに１回、定期

に行わなければならない。

（２）測定は、エックス線作業主任者に行わせなければ

ならない。

（３）７０μm線量当量が１cm線量当量を超えるおそれの

ある場所においては、１cm線量当量及び７０μm線量

当量について測定しなければならない。

（４）測定を行ったときは、遅滞なく、その結果につい

て、所轄労働基準監督署長に報告しなければならない。

（５）測定を行ったときは、その都度、測定日時、測定

結果等一定の事項を記録し、５年間保存しなければ

ならない。

問１６ 放射線装置室内でエックス線の照射中に、遮へい物

が破損し、かつ、直ちに照射を停止することが困難であ

る事故が発生し、事故によって受ける実効線量が１５mSv

を超えるおそれのある区域が生じた。

このとき講じる措置として、法令上、正しいものは

次のうちどれか。

（１）当該区域を標識によって明示し、放射線業務従事

者以外の労働者について、立入りを禁止する。

（２）緊急作業を行う男性の放射線業務従事者について、

作業中に受ける実効線量が１５０mSvを超えないよう

にする。

（３）緊急作業を行う女性の放射線業務従事者について、

作業中に受ける実効線量が１５０mSvを超えず、皮膚

に受ける等価線量が１５００mSvを超えないようにする。

（４）事故が発生したとき当該区域にいたすべての労働

者に、速やかに、医師の診察又は処置を受けさせる。

（５）労働者が当該区域にいたことによって受けた実効

線量を記録し、３年間保存する。

ｴｯｸｽ線Ａ
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問１７ 外部放射線の防護に関する次の措置について、電離

放射線障害防止規則に違反しているものはどれか。

（１）放射線装置室については、遮へい壁等の遮へい物

を設け、労働者が常時立ち入る場所における外部放

射線による実効線量が１週間に５mSvを超えないよう

にしている。

（２）装置の外側における外部放射線による１cm線量当

量率が２０μSv/ｈを超えないように遮へいされた

構造のエックス線装置を、放射線装置室以外の室に

設置して使用している。

（３）工業用のエックス線装置を屋外で使用するとき、

そのエックス線管の焦点及び被照射体から５ｍ以内

であっても外部放射線による実効線量が１週間につ

き１mSv以下の場所については、労働者が立ち入るこ

とを禁止していない。

（４）特定エックス線装置を用いて作業を行うとき、照

射筒又はしぼりを用いると装置の使用の目的が妨げ

られるので、どちらも使用していない。

（５）工業用の特定エックス線装置を用いて透視を行う

ときは、利用線錐中の受像器を通過したエックス線
すい

の空気中の空気カーマ率が、エックス線管の焦点か

ら１ｍの距離において、１７.４μGy/h以下になる

ようにしている。

問１８ エックス線装置に電力が供給されている場合、自動

警報装置を用いて警報しなければならないものは次の

うちどれか。

（１）管電圧１００kＶの医療用のエックス線装置を放射

線装置室に設置して使用する場合

（２）管電圧２００kＶの医療用のエックス線装置を放射

線装置室以外の屋内で使用する場合

（３）管電圧２００kＶの工業用のエックス線装置を放射

線装置室に設置して使用する場合

（４）管電圧１００kＶの工業用のエックス線装置を放射

線装置室以外の屋内で使用する場合

（５）管電圧２５０kＶの工業用のエックス線装置を屋外

で使用する場合



問１９ エックス線装置構造規格に関する次の記述のうち、

誤っているものはどれか。

（１）波高値による定格管電圧１０kＶ未満のエックス線

装置には、この構造規格が適用されるものはない。

（２）試験研究の目的で使用するエックス線装置には、

この構造規格が適用されるものはない。

（３）この構造規格が適用されるエックス線装置は、照

射筒、しぼり及びろ過板を取り付けることができる

構造のものでなければならない。

（４）この構造規格に基づき、定格管電圧２００kＶ以上

の工業用のエックス線装置は、エックス線管の焦点

から１ｍの距離における利用線錐以外の部分のエッ
すい

クス線の自由空気中の空気カーマ率が４.３mGy/h以

下になるように遮へいされていなければならない。

（５）この構造規格が適用されるエックス線装置には、

見やすい箇所に、定格出力、型式、製造者名及び製

造年月が表示されていなければならない。

問２０ エックス線による非破壊検査業務を行っている事業

場の安全衛生管理体制に関する次の記述のうち、正し

いものはどれか。

ただし、事業場の業種は製造業であり、労働者数は

いずれも常時使用する人数とする。

（１）３０人の労働者を使用する事業場では、衛生委員

会を設けなければならない。

（２）６０人の労働者を使用する事業場では、衛生推進

者を選任しなければならない。

（３）１５０人の労働者を使用する事業場では、第二種

衛生管理者免許を有する者のうちから衛生管理者を

選任しなければならない。

（４）３５０人の労働者を使用する事業場では、総括安

全衛生管理者を選任しなければならない。

（５）４５０人の労働者を使用する事業場では、その事

業場に専属の産業医を選任しなければならない。

（午前終り）

ｴｯｸｽ線Ａ
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エックス線作業主任者試験Ｂ

受験番号 ｴｯｸｽ線Ｂ

１／４

（エックス線の測定に関する知識）

問 １ Ｃoの標準線源を用い、線源から１ｍの位置で積算６０

型電離箱式サーベイメーターを校正したところ、指針

がフルスケールまで振れるのに６分かかった。

このサーベイメーターを用いて、ある場所でエック

ス線を測定したところ、フルスケールになるのに９０

秒かかった。

このエックス線の真の１cm線量当量率に最も近い値

は次のうちどれか。

ただし、標準線源から１ｍの場所における空気カー

マ率は２.５×１０ Gy/hであるものとし、校正に用い－５

た Ｃoのガンマ線の空気カーマから１cm線量当量へ６０

の換算係数は１.２Sv/Gyとする。

また、測定したエックス線に対するサーベイメータ

ーの校正定数は０.９２とする。

（１） ９０μSv/h

（２）１１０μSv/h

（３）１３０μSv/h

（４）１５０μSv/h

（５）１８０μSv/h

問 ２ 放射線防護のための線量の算定に関する次のＡから

Ｄまでの記述について、正しいものすべての組合せは

(１)～(５)のうちどれか。

Ａ エックス線による皮膚の等価線量は、１cm 量線

当量により算定する。

Ｂ 眼の水晶体の等価線量は、放射線の種類及びエ

ネルギーの種類に応じて、１cm線量当量又は７０

μｍ線量当量のうちいずれか適切なものにより算

定する。

Ｃ 外部被ばくによる実効線量は、１㎝線量当量に

より算定する。

Ｄ 妊娠中の女性の腹部表面の等価線量は、腹・大腿
たい

部における７０μｍ 当量により算定する。線量

（１）Ａ，Ｂ，Ｃ

（２）Ａ，Ｃ，Ｄ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ３ 放射線等の単位に関する次のＡからＤまでの記述に

ついて、正しいものすべての組合せは(１)～(５)のう

ちどれか。

Ａ 吸収線量は、放射線の照射により、物質の単位

質量当たりに付与されたエネルギーをいい、単位

はＪ/kgで、その特別な名称はＧyである。

Ｂ １Ｇyは、物質１kg中に吸収したエネルギーが

１００Ｊであるときの吸収線量である。

Ｃ カーマとは、放射線の照射により、物質の単位

質量中に生成された電荷を表し、単位はＣ/kgで

ある。

Ｄ eＶ（電子ボルト）は、エネルギーの単位で、

１eＶは約１.６×１０ Ｊに相当する。－１９

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ，Ｄ

（３）Ａ，Ｄ

（４）Ｂ，Ｃ

（５）Ｂ，Ｃ，Ｄ

問 ４ 気体の電離作用を利用した放射線検出器の電極間の

印加電圧と得られる電流の大きさとの関係を表す曲線

において、放射線により生成された１次イオン対の数

とは無関係に、ほぼ一定の大きさの電流が得られ、測

定に利用されている領域は、次のうちどれか。

（１）再 結 合 領 域

（２）電 離 箱 領 域

（３）比例計数管領域

（４）ガイガー放電領域

（５）連続 放電領 域

問 ５ ＧＭ計数管式サーベイメーターによる測定に関する

次の文中の 内のＡ及びＢに入れる数字の組合せ

として、最も適切なものは(１)～(５)のうちどれか。

「ＧＭ計数管式サーベイメーターによりエックス線

を測定し、１０００cpsの計数率を得た。

ＧＭ計数管の分解時間が Ａ μｓであるとき、真の

計数率は、約 Ｂ cpsである。」

Ａ Ｂ

（１）１００ ９１０

（２）１００ １０１０

（３）２００ ８３０

（４）２００ １０２０

（５）２００ １２５０



問 ６ 次のＡからＤまでのエックス線と、その測定に用い

るサーベイメーターの種類について、適切なものの組

合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 散乱線を多く含むエックス線

………………ＧＭ計数管式サーベイメーター

Ｂ １０keV程度の低エネルギーのエックス線

……………………半導体式サーベイメーター

Ｃ ０.１μSv/h程度の低線量率のエックス線

………シンチレーション式サーベイメーター

Ｄ ２００mSv/h程度の高線量率のエックス線

……………………電離箱式サーベイメーター

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問 ７ 個人被ばく線量測定のための放射線測定器に関する

次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（１）フィルムバッジでは、入射エックス線の平均的な

エネルギーを推定することができる。

（２）ＰＤ型ポケット線量計は、測定範囲は１０μSv～

２mSvで、チャージャーリーダを用いて線量を読み

取る。

（３）蛍光ガラス線量計は、被ばく線量を読み取っても

蛍光中心は消滅しないので、繰り返し線量を読み取

ることができる。

（４）光刺激ルミネッセンス線量計は、素子の再使用が

可能で、フィルムバッジに比べ測定可能な線量の下

限値が小さい。

（５）半導体式ポケット線量計は、ＰＮ接合型シリコン

半導体検出器を用い、１cm線量当量に対応したデジ

タル表示の線量計である。

ｴｯｸｽ線Ｂ

２／４

問 ８ 熱ルミネッセンス線量計に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）最低検出線量はフィルムバッジより大きい。

（２）測定可能な線量の範囲は、フィルムバッジより狭い。

（３）吸収線量と発光量との関係を示す曲線をグロー曲

線という。

（４）線量を一度読み取った後、再度読み取ることはで

きない。

（５）１度使用した素子は再使用できないので、廃棄し

なければならない。

問 ９ あるサーベイメーターを用いて、同一のエックス線

を測定するとき、時定数を 秒に設定した場合（Ａ）ＴＡ

と、 秒に設定した場合（Ｂ）とを比較した次の記述ＴＢ

のうち、誤っているものはどれか。

ただし、 ＝１０ とし、Ａ及びＢにおいて時定Ｔ ＴＢ Ａ

数以外の条件には変化はないものとする。

（１）応答速度は、ＡよりＢの方が遅い。

（２）計数率の標準偏差は、Ａにおいては、Ｂにおける

値の１/１０である。

（３）計数率の相対標準偏差は、Ａにおいては、Ｂにお

ける値の １０ 倍である。

（４）計数率の指示値の揺れは、ＡよりＢの方が小さい。

（５）計数率が小さいエックス線の測定には、一般にＡ

よりＢの方が適している。

問１０ 放射線の測定の用語に関する次の記述のうち、誤っ

ているものはどれか。

（１）数え落しとは、入射放射線の線量率が低く測定器の

検出限界に達しないことにより計測されないことをいう。

（２）バックグラウンドとは、放射線計測において、測

定しようとする対象以外の原因により引き起こされ

る計測値をいう。

（３）フェーディングとは、積分型の測定器において、

放射線が入射して作用した時点からの時間経過とと

もに、線量の読取り値が減少していくことをいう。

（４）ＧＭ計数管の動作曲線において、プラトーとは、

印加電圧の変動が計数率にほとんど影響を与えない

領域をいう。

（５）ＧＭ計数管の回復時間とは、放射線の入射により

計数管が一度作動し、一時的に検出能力が失われた

後、出力波高値が正常の波高値にほぼ等しくなるま

での時間をいう。



（この科目が免除されている方は、問１１～問２０は解答し

ないで下さい。）

（エックス線の生体に与える影響に関する知識）

放射線感受性に関する次の記述のうち、誤っている問１１

ものはどれか。

（１）皮膚の基底細胞層は、角質層より放射線感受性が

高い。

（２）小腸の腺窩細胞（クリプト細胞）は、絨毛先端部
せ ん か じゅう

の細胞より放射線感受性が高い。

（３）目の水晶体は、角膜より放射線感受性が高い。

（４）神経組織の放射線感受性は、成人では低いが、胎

児では高い。

（５）骨組織の放射線感受性は、成人でも小児でも低い。

問１２ 次のＡからＣまでの成人の人体の組織について、放

射線に対する感受性の高いものから低いものへと順に

並べたものは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 甲状腺
せん

Ｂ 汗 腺

Ｃ 腸粘膜

（１）Ａ, Ｂ, Ｃ

（２）Ａ，Ｃ, Ｂ

（３）Ｂ，Ａ, Ｃ

（４）Ｃ, Ａ，Ｂ

（５）Ｃ, Ｂ，Ａ

問１３ 人が一時に全身にエックス線の照射を受けた場合の

急性影響に関する次のＡからＤまでの記述のうち、正

しいものの組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ １～２Ｇy程度の被ばくでは、放射線宿酔の症状

が現れることがある。

Ｂ ３～１０Ｇy程度の被ばくによる死亡は、主に造

血器官の障害によるものである。

Ｃ 被ばくした全員が６０日以内に死亡する線量の

最低値は、約４Ｇyであると推定されている。

Ｄ １０～１５Ｇy程度の被ばくによる死亡は、主に

中枢神経系の障害によるものである。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

３／４

問１４ 放射線の直接作用と間接作用に関する次の記述のう

ち、正しいものはどれか。

（１）放射線が生体中の水分子に作用し、フリーラジカ

ルを生じ、これが生体高分子を破壊して細胞に障害

を与える作用を直接作用という。

（２）エックス線などの間接電離放射線が生体高分子に

与える作用を間接作用という。

（３）生体中にシステインなどのＳＨ化合物が存在する

と放射線効果が軽減されるが、これは主に間接作用

により説明される。

（４）低温下では放射線効果は減少するが、これは間接

作用では説明できない。

（５）溶液中の酵素の濃度を変えて同一線量のエックス

線を照射した場合、間接作用では、酵素の全分子数

のうち不活性化されたものの占める割合は、酵素の

濃度が増すに従って増大する。

問１５ 放射線の線量とその生体に与える影響との関係に関

する次のＡからＤまでの記述について、正しいものの

組合せは(１)～(５)のうちどれか。

Ａ 確率的影響は、被ばく線量の増加に伴って、発

生率が増加する。

Ｂ 確定的影響は、実効線量により評価される。

Ｃ 確定的影響では、被ばく線量と障害の発生率と

の関係が、シグモイド曲線で表される。

Ｄ 放射線防護の目的は、確定的影響と確率的影響

の発生を完全に防止することである。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ



問１６ 放射線の生物学的効果に関する次の記述のうち、誤

っているものはどれか。

（１）線量率依存性とは、同一線量の放射線を照射して

も、線量率の高低によって、生物学的効果の大きさ

が異なることをいう。

（２）生物学的効果比（ＲＢＥ）とは、生物の種類によ

る放射線の効果の違いを、ヒトを基準にして表した

ものをいう。

（３）酸素効果比（ＯＥＲ）とは、生体内に酸素が存在

しない状態と存在する状態とで同じ効果を与える線

量の比により、酸素効果の大きさを表したものである。

（４）半致死線量とは、被ばくした集団のうち５０％の

個体が一定の期間内に死亡する線量である。

（５）倍加線量とは、放射線照射により、突然変異率を

自然における値の２倍にする線量である。

問１７ 放射線による晩発性影響に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（１）潜伏期の長さが３～４週間である影響は、晩発性

影響に分類される。

（２）眼の被ばくで起こる白内障は、潜伏期が平均約２

～３月程度であり、晩発性影響に分類される。

（３）放射線による皮膚障害のうち、脱毛は、晩発性影

響に分類される。

（４）晩発性影響である発がんのうち、白血病は、一般

にその他のがんに比べ潜伏期が短い。

（５）あらゆる晩発性影響の重症度は、被ばく線量に応

じて増加する。

問１８ 放射線が血液に及ぼす影響に関する次のＡからＤま

での記述について、正しいものの組合せは(１)～(５)

のうちどれか。

Ａ 末梢血液中の血球数の変化は、０.２５Ｇy程度
しょう

の被ばくから認められる。

Ｂ 末梢血液中の血球は、造血器官中の未熟な段階

のものより放射線感受性が高い。

Ｃ 白血球のうち、リンパ球は他の成分より放射線

感受性が高い。

Ｄ 末梢血液成分のうち、血小板は減少が始まるの

が最も遅い。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

ｴｯｸｽ線Ｂ

４／４

問１９ 組織荷重係数に関する次のＡからＤまでの記述のうち、

正しいものの組合せは(１)～(５) のうちどれか。

Ａ 各臓器・組織の確率的影響に対する相対的な放

射線感受性を表す係数である。

Ｂ 組織荷重係数が最も大きい組織・臓器は、生殖

腺である。
せん

Ｃ 被ばくした組織・臓器の平均吸収線量に組織荷

重係数を乗ずることにより、等価線量を得ること

ができる。

Ｄ 組織荷重係数は、どの組織・臓器においても１

より大きい。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

問２０ 放射線による遺伝的影響に関する次のＡからＤまで

の記述について、正しいものの組合せは(１)～(５)の

うちどれか。

Ａ 被ばくによるＤＮＡの損傷によって生じる障害

は、すべて遺伝的影響である。

Ｂ 胎内被ばくによる胎児の奇形の発生は、遺伝的

影響である。

Ｃ 小児が被ばくした場合にも、遺伝的影響が生じ

るおそれがある。

Ｄ 遺伝的影響は、確率的影響に分類される。

（１）Ａ，Ｂ

（２）Ａ，Ｃ

（３）Ｂ，Ｃ

（４）Ｂ，Ｄ

（５）Ｃ，Ｄ

（終 り）


